Dissection of melatonin accumulation and biosynthesis in tomato by 岡﨑 正晃
Dissection of melatonin accumulation and
biosynthesis in tomato
著者 岡? 正晃
内容記述 Thesis (Ph. D. in Agricultural
Science)--University of Tsukuba, (A), no.
5004, 2009.3.25
















平成 21 年３月 25 日
学位規則第４条第１項該当
生命環境科学研究科
Dissection of Melatonin Accumulation and Biosynthesis in Tomato
（トマトにおけるメラトニンの蓄積機構と生合成経路の解析）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件



































路上の，セロトニンをアセチル化し N- アセチルセロトニンを生成する酵素，arylalkylamine N-acetyltrans-
ferase（AANAT）をコードする遺伝子をトマトで過剰発現させ，メラトニン蓄積量を改変することを試み
た。また，メラトニン代謝を担う Indoleamine 2,3-dioxygenase（IDO）をコードする遺伝子も同様に遺伝子導
入を行った。AANAT, IDO 相同遺伝子を植物のゲノムデータベースで探索したところ，AANAT 相同遺伝子
は藻類の Chlamydomnas に，IDO に関してはイネで相同配列の cDNA クローンが存在比のでこれを用いた。
CrAANAT, OsIDO を Cauliﬂower virus 35S プロモーター下で恒常的発現するよう，Agrobacterium を用いてト
マトに遺伝子導入を行った。得られた CrAANAT 過剰発現株はメラトニン量が増加し，OsIDO 株は減少して
いたので，AANAT はメラトニン生合成に，IDO はメラトニンの代謝に関与していることが示唆された。こ
の形質転換体を利用することで，植物におけるメラトニンの生理機能解明につながると期待される。その生
理機能が解明されれば，新たな生長調節物質として農業生産への利用の道が開けると考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
申請論文は，新規の情報伝達物質・生理活性物質として注目されているメラトニンの植物発達における役
割を究明するための基盤構築を行った。特に，ゲノム情報及び機能ゲノム研究ツール整備が急速に進められ
ているトマトが植物におけるメラトニン研究の材料として有用であることを見いだした。さらに，メラトニ
ンの前駆物質の添加実験や新規に単離したメラトニン生合成遺伝子を利用した遺伝子組換え技術によりトマ
トの内生メラトニン含量の制御を可能にした。また，これらの結果から植物におけるメラトニン生合成経路
が動物と同様であることを示唆した。これらは学術上かつ農業上から非常に有益であり，本論文は十分に博
士論文として審査に値するものと認めた。
以上のように本研究で得られた新しい知見と技術は，植物におけるメラトニン研究，さらにはその産業利
用を模索する上で極めて重要であり，学術上の価値は大きい。
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
